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今
回
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、

広
川
町
下
津
木
地
区
で
セ
ン
リ
ョ
ウ

を
栽
培
す
る
小
原
鈴
代
さ
ん
（
75
）。

小
原
さ
ん
は
セ
ン
リ
ョ
ウ
以
外
に
も
、

ビ
シ
ャ
コ
や
サ
カ
キ
、
お
米
の
栽
培

な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
リ
ョ
ウ
栽
培
を
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
約
45
年
前
の
こ
と
。
セ
ン

リ
ョ
ウ
は
平
均
気
温
が
低
く
、
西
日

が
当
た
り
に
く
い
栽
培
環
境
が
好
ま

し
い
花
木
で
す
。
そ
の
た
め
、
同
地

域
が
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら

地
域
の
方
々
と
「
岩
渕
花
木
組
合
」

を
立
ち
上
げ
、
産
地
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

栽
培
技
術
や
知
識
は
、
産
地
と
し

て
当
時
か
ら
セ
ン
リ
ョ
ウ
栽
培
が
根

付
い
て
い
た
日
高
郡
真
妻
地
区
の
生

産
者
の
も
と
を
視
察
し
て
学
び
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
寒
冷
紗
で
覆
わ
れ

た
施
設
栽
培
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
当
時
は
竹
や
木
材
で
屋
根

と
壁
を
組
み
立
て
た
施
設
で
管
理
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

セ
ン
リ
ョ
ウ
は
苗
を
定
植
し
て
か

ら
3
年
は
採
花
が
で
き
ま
せ
ん
。
小

原
さ
ん
は
栽
培
開
始
に
伴
い
、
3
a

の
園
地
に
約
５
４
０
０
本
の
苗
を
定

植
。
初
出
荷
ま
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
順
調
に
生
育
が
進
み
、
初
出

荷
時
の
値
段
も
良
か
っ
た
た
め
「
初

め
て
出
荷
で
き
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
花
木
組
合

で
の
生
産
・
出
荷
が
軌
道
に
乗
り
始

め
、
管
理
方
法
が
確
立
さ
れ
て
き
た

こ
ろ
に
は
、
栽
培
開
始
当
初
5
軒

だ
っ
た
生
産
者
も
、
最
大
で
約
15
軒

ま
で
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

セ
ン
リ
ョ
ウ
は
主
に
正
月
用
の
切
り

花
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
出
荷

に
向
け
た
採
花
作
業
は
11
月
中
下
旬

か
ら
12
月
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
出
荷
の
大
半
は
毎
年
12
月
10
日

前
後
に
市
場
で
開
か
れ
る
「
セ
ン
リ

ョ
ウ
市
」
に
出
す
た
め
、「
天
候
が

悪
い
と
作
業
が
進
ま
な
い
の
で
、
決

ま
っ
た
日
付
に
合
わ
せ
て
採
花
と
荷

造
り
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
」

と
忙
し
い
年
末
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
リ
ョ
ウ
自
体
は
比
較
的
軽
く
、

平
地
で
の
作
業
は
身
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
そ
う
で
す
が
、
実
の
数
や
全

体
の
綺
麗
さ
が
商
品
価
値
に
直
結
す

る
た
め
、
運
搬
や
荷
造
り
に
は
最
新

の
注
意
を
要
す
る
の
で
非
常
に
手
間

が
か
か
る
と
日
々
の
苦
労
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
花
が
好
き
だ
と
い
う
小
原

さ
ん
は
、「
赤
い
実
が
付
い
て
く
る

と
可
愛
い
し
心
が
和
む
」
と
花
木
に

囲
ま
れ
な
が
ら
仕
事
が
出
来
る
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
る
と
言
い
ま
す
。
ま

た
、
繁
忙
期
に
な
る
と
家
族
と
の
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
「
手
伝
っ
て
欲

し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
そ
う

この人、この逸品
未来を創る食と農の守り人

で
、
い
つ
も
息
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

が
快
く
手
伝
い
に
駆
け
付
け
て
く
れ

ま
す
。「
孫
や
子
ど
も
た
ち
と
仕
事

が
で
き
る
の
で
、
忙
し
く
て
も
楽
し

く
な
る
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

近
年
で
は
、
温
暖
化
が
進
み
津
木

地
域
で
も
セ
ン
リ
ョ
ウ
栽
培
が
難
し

い
環
境
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
切
磋
琢
磨

し
て
き
た
近
隣
農
家
も
、
高
齢
化
や

台
風
に
よ
る
栽
培
施
設
の
被
害
に
よ

り
農
業
を
断
念
す
る
な
ど
、
年
々
栽

培
戸
数
が
減
っ
て
き
た
と
小
原
さ
ん

は
言
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

寂
し
い
思
い
を
抱
き
な
が
ら
も
「
身

体
が
元
気
な
う
ち
は
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
今
後

の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

センリョウ

花の少ない冬に美しい果実をつけるセンリョウは、
正月の縁起物として人気の高い植物です。別名で
は草珊瑚（クササンゴ）と呼ばれるほど鮮やかな実
が特徴で、明
るい彩りを添
えてくれる花
木です。
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について
長らくご愛読いただきました広報誌「大きな輪」は令和7年4月の  県1JA合併に伴って、今年3月の配布分が最終号となります。

■ クロスワード
□ 掲載終了 ┆ 2月号
□ 当選発表 ┆ 最終号

■ 間違い探し
□ 掲載終了 ┆ 2月号
□ 当選発表 ┆ 最終号

■ 農家川柳
□ 募集期限 ┆ 令和7年1月末
□ 掲載終了 ┆ 3月号
□ 優秀作品紹介 ┆ 最終号

（1月～3月号分）

「大きな輪」終刊につき当選者発表などの都合により、クロスワード・
間違い探し・農家川柳コーナーの掲載を終了させていただきます。
県1JA合併後に創刊予定の広報誌でも、読者の皆さまに楽しんでいた

だける紙面内容を現在協議中です。引き続きご愛読いただけますようよ
ろしくお願いします。
これまでたくさんのお便りや各企画へのご応募をいただき、誠にありが

とうございました。

広報誌の掲載企画
終了のお知らせ
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広報誌
長らくご愛読いただきました広報誌「大きな輪」は令和7年4月の  県1JA合併に伴って、今年3月の配布分が最終号となります。

最終号の表紙はJA役職員やミカピー、女性会・青年部のほか、ご希
望される組合員の皆さまと一緒に、集合写真を撮影して記憶に残る表紙
を作成したいと考えています。
この機会に「記念に載ってみたい！」という方はぜひご参加ください。
JAありだとして最終号となる広報誌をぜひ一緒に作りましょう。
詳しくは、JAありだふれあい部広報企画課（0737-53-2322）までお
問い合わせください。

■ 撮影場所
AQ選果場（中部） 有田川町奥267-1

■ 日　時
令和7年1月30日㊍ 12：30集合
※雨天の場合、 2月3日㊊ 15：30集合
2月3日も雨の場合は、ホーム
ページをご確認ください。

■ その他
ご希望される組合員および読者の方は、申込
不要ですので、上記の場所・時間に各自お集
まりください。

　広報誌最終号の
表紙に載ってみませんか？

22
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吉備営農センターでは、正月需要に向けた葉付ミカ
ンの出荷作業を行いました。
葉付ミカンは、主に正月用の鏡餅やしめ縄の飾りに

使用されます。種が多いことから、子孫繁栄として縁
起が良いとされています。また、「本ミカン」とも呼
ばれ、温州ミカンの起源となった品種としても知られ
ています。
近年では、市場への流通量が激減していることや、

有田地域が日本有数の柑橘産地であることから、毎年
市場からの評価が高くなっています。

広川支所は、食農教育活動の一環としてAQ選果場
にて選果場見学を行いました。管内の小学生9名がAQ
選果場南部を訪れ、生産者らが選果場へミカンを出荷
し、選果作業を経て箱詰めされトラックに積み込むま
での一連の作業を見学しました。
児童らは、普段見る機会が少ない大型の選果レーン
や糖度酸度を測定する光センサー、箱詰め機械などを
見ながら目を輝かせていました。

葉付ミカン出荷選果場見学

PICKUP MONTHLY

ちゃぐりんキッズスクール

第12期ちゃぐりんキッズスクールの最終カリキュラムとなるソーセージづくりと、閉校式を行いました。
キッズたちの多くが、初めて経験するソーセージづくり。破れやすい羊の腸に慎重にお肉を詰めながら、美味しそ
うなソーセージが完成しました。
また、当日は全8回のカリキュラムの締めくくりに閉校式を執り行い、森田校長から卒業証書が手渡されました。
キッズたちは、一人ずつスクールで学んだことや、楽しかったことなど一年間の思い出を発表しました。
今年度も田植えや稲刈り、野菜の播種から収穫、販売体験といった本格的な農業体験を通じて、さまざまな「農」
に関することを学ぶことができました。
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PICK
UP

JAありだの
地域活動を

ハリキリ隊の活動では、迎春コケ玉づくりを行いま
した。今回のコケ玉は、お正月をテーマにミニ葉ボタ
ンや三河松、姫南天などを寄せ植えしながら作成しま
した。
ハリキリ隊メンバーの皆さんは、寄せ植えをヒモで

固め、コケを巻き付ける作業に悪戦苦闘しながらも、
コケ玉づくりを楽しんでいました。

広川営農センターでは、正月用切り花の定番セン
リョウの出荷作業を行いました。
今シーズンは、梅雨明け頃までは順調に生育が進ん

でいたものの、夏場の猛暑と過乾燥により実の落下が
多く、例年に比べて収量が減少しました。しかし、総
出荷量は少なかったものの、生産者らの懸命な栽培努
力により、高品質なセンリョウを出荷することができ
ました。

健康ウォーク講座スマイルウォークでは、白浜町の
三段壁や白良浜をウォーキングしました。
今回は、平草原をスタートし、三段壁・白良浜を
通ってクアハウスを目指す約5キロのコースで汗を流
しました。クアハウスでは健康体操で全身を整え、免
疫力強化のランチと温泉を楽しみました。
参加者の皆さんは、健康的に体を動かしながら、メ
ンバー同士楽しく交流していました。

湯浅営農センター管内では、和歌山県オリジナルの
イチゴ品種「まりひめ」の目ぞろえ会を行いました。
目ぞろえ会では、選果基準や出荷規格を再確認。生
産者の方々は、出荷に向けて一粒一粒丁寧に選別し、
箱詰め作業を行っていました。
まりひめは強い甘みと程よい酸味のバランスが特徴
で、とても食味が良く消費者から人気の高いイチゴで
す。

スマイルウォーク～白浜～

まりひめ目ぞろえ

ハリキリ隊～コケ玉作り～

センリョウ出荷
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有
田
市
営
農
セ
ン
タ
ー
　
寺
杣 

公
志

［ 

柑

橘 

］

結
果
母
枝
調
査
結
果

樹
ご
と
の
隔
年
結
果
は
あ
り

ま
す
が
、管
内
平
均
値
で
は
過
去

に
比
べ
て
隔
年
結
果
性
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、令
和
７
年

産
は
早
生
で
13.1
本（
前
年
比
75
％
）、

普
通
10.4
本（
前
年
比
70
％
）と
少
な

い
結
果
と
な
り
、裏
年
で
あ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

そ
れ
を
踏
ま
え
、以
降
に
記
載
の

樹
勢
回
復
・
剪
定
な
ど
の
諸
作
業

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

樹
勢
回
復（
落
葉
防
止
で
隔
年
結
果
対
策
）

着
果
過
多
樹
や
樹
勢
低
下
園
で

は
、冬
季
の
低
温
の
影
響
に
よ
り

落
葉
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、樹

勢
回
復
の
た
め
液
肥
の
散
布
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
気
温
が
10
℃
以
上

あ
る
暖
か
い
日
に
、尿
素
500
倍
等

の
チ
ッ
ソ
成
分
の
高
い
液
肥
を
２

～
３
回
程
度
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ポ
イ
ン
ト

①
液
肥
散
布
時
に
Ｍ
ｇ
（
葉
面
マ

グ
）や
糖
類
資
材（
ハ
イ
フ
ラ
ク

ト
ー
ス
）な
ど
を
混
用
す
る
こ
と

で
、植
物
の
光
合
成
能
力
向
上
・
耐

寒
性
向
上
・
窒
素
の
吸
収
率
向
上

が
図
れ
ま
す
。

②
冬
期
の
乾
燥
は
、落
葉
や
枝
枯

れ
、樹
勢
低
下
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
２
週
間
程
度
雨
が
な
い
場
合

は
、暖
か
い
日
に
灌
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除

近
年
秋
の
気
温
が
高
く
、令
和

６
年
度
は
ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

を
中
心
に
、カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
発

生
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。シ
ー

ズ
ン
中
の
対
象
薬
剤
だ
け
で
の
根

絶
は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

マ
シ
ン
油
乳
剤
を
に
よ
る
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
図
２
・３
）

◦
ポ
イ
ン
ト

①
冬
季
の
散
布
は
樹
勢
低
下（
落

葉
）や
花
芽
分
化
の
抑
制
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、令
和
７
年
産
の
結

果
母
枝
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、１

月
の
散
布
を
控
え
３
月
の
散
布
を

推
奨
し
ま
す
。

ま
た
、中
晩
柑
類
に
つ
い
て
も
、３

月
以
降
又
は
収
穫
後
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

②
噴
霧
ノ
ズ
ル
の
種
類
や
散
布
量

を
工
夫
し
、葉
表
、葉
裏
、枝
、樹

幹
内
部
に
上
下
、左
右
か
ら
丁
寧

に
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
密
植
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

農
薬
が
か
か
り
に
く
い
こ
と
も
原

因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、整
枝
・
剪
定
後
で
あ
れ
ば

枝
葉
の
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
樹

幹
内
部
ま
で
農
薬
が
か
か
り
や
す

く
な
り
、防
除
効
果
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。

密
植
園
の
見
直
し

密
植
園
で
は
、作
業
性
の
悪
化

や
病
害
虫
の
発
生
、日
照
不
足
に

よ
る
品
質
不
良
が
起
こ
り
ま
す
。

間
伐
に
よ
り
容
易
に
樹
間
に
空
間

を
作
る
事
が
出
来
ま
す
が
、ま
ず

は
整
枝
・
剪
定
で
改
善
可
能
で
あ

る
か
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
改
善
で
き
な
い
場
合
、間

伐
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
ポ
イ
ン
ト

間
伐
に
よ
る
空
間
に
よ
り
作
業

の
省
力
化
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

空
間
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
枝
葉

が
伸
び
巨
大
樹
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
諸
作
業
が
困
難
に
な
っ

た
り
、隔
年
結
果
の
要
因
と
な
り

ま
す
の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

整
枝・剪
定

柑
橘
で
は
、主
枝
が
２
～
３
本

で
地
面
に
対
し
て
垂
直
に
立
ち
、

亜
主
枝
が
水
平
で
あ
る
こ
と
が
理

想
の
樹
形
と
な
り
ま
す
。（
図
４
）

こ
の
理
想
の
樹
形
に
近
づ
け
て
い

く
作
業
が
整
枝
で
す
。　
　
　
　
　
　

主
枝
が
開
い
て
い
る
と
内
向
枝

（
樹
の
内
側
か
ら
発
生
し
た
枝
）や

徒
長
枝（
勢
い
よ
く
伸
び
た
枝
）の

原
因
に
も
な
る
た
め
、ま
ず
は
主

枝
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

内
向
枝
や
徒
長
枝
に
着
果
さ
せ
る

と
浮
皮
や
大
玉
、ニ
エ
が
発
生
し

品
質
が
揃
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

（
図
５
）主
枝
が
立
つ
こ
と
で
、亜

主
枝
が
水
平
に
な
り
発
芽
・
着
果

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
な
る
と
共
に
、

樹
形
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
こ
と

ओࢬ

ѥओࢬ

಺ࢬ޲

ె௕ࢬ

理想のண果Ґஔ

図5  主枝が開いた場合の
	 悪影響

図3  カイガラムシに
寄生された果実

図2  カイガラムシの寄生
で樹勢低下した樹

図6  主枝をヒモで
	 誘引した樹

図4  理想の樹形

5��

1���

15��

2���

25��

����

�5��

����

)18 )1� )2� )21 )22 )2� )2� )25 )2� )2� )28 )2� )�� 3�1 3�2 3�� 3�� 3�5 3�� 3��

極早生

早生

普通みかん

（本）

図1  年次別結果母枝調査結果
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アグリＮａｖｉ

清
水
営
農
セ
ン
タ
ー
　
中
西 

祐
稀

［ 

山

椒 

］

は
じ
め
に

山
椒
は
、
ま
だ
確
信
的
な
技
術

や
文
献
等
が
少
な
い
中
で
栽
培
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
為
、
多
く

の
樹
が
内
向
枝
を
残
し
て
お
り
、

作
業
効
率
の
悪
い
樹
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
様
々
な
人
の
意

見
や
自
ら
取
り
組
む
中
で
得
た
技

術
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

剪
定
の
目
的
と
時
期

剪
定
の
目
的
は
大
き
く
分
け
て

３
つ
あ
り
ま
す
。

①
生
産
量
の
安
定（
樹
勢
の
維
持
）

②
樹
形
作
り（
作
業
効
率
の
向
上
）

③
病
害
虫
予
防
（
品
質
向
上
）

剪
定
時
期
に
つ
い
て
は
休
眠
期
に

入
り
落
葉
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

１
月
に
入
る
と
ほ
と
ん
ど
落
葉
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
秋
芽
の

発
生
園
で
は
、
落
葉
す
る
前
に
剪

定
し
て
し
ま
う
と
、
新
た
な
秋
芽

が
出
る
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

定
植
後
か
ら
仕
立
て
る

園
地
を
見
て
み
る
と
主
枝
は
３

本
以
上
あ
り
、
樹
形
が
複
雑
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

◦
複
雑
な
樹
形
の
問
題
点
と
は
？

収
穫
す
る
に
お
い
て
一
番
収
穫

し
づ
ら
い
場
所
は
樹
の
中
心
の
真

上
で
す
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
の
中
で

脚
立
を
使
い
な
が
ら
の
収
穫
は
作

業
効
率
が
非
常
に
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
の
為
、
小
木
の
う
ち
か
ら
主

枝
の
数
を
制
限
し
、
内
向
枝
を
無

く
し
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
理
想
と
し
て

は
主
枝
の
数
は
３
～
４
本
で
す
。

（
図
１
、２
）
次
に
主
枝
の
伸
ば
す

角
度
は
40
～
45
度
が
良
い
で
し
ょ

う
。（
図
３
）

剪
定
の
注
意
点

ま
ず
樹
の
切
っ
た
後
ど
う
な
る

か
を
自
分
の
理
想
と
す
る
樹
形
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
３
～
５
年
先
の
樹
形
を

ど
う
す
る
か
考
え
る
）
図
３
の
よ

う
に
す
り
鉢
状
の
樹
形
と
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
基
本
的
に
は
勢

い
の
強
い
内
向
枝
は
切
り
取
り
ま

す
。
た
だ
し
、
ふ
と
こ
ろ
の
細
か

い
枝
は
切
り
過
ぎ
注
意
で
す
。
幹

や
主
枝
の
表
面
に
光
が
当
た
り
過

ぎ
る
と
、
日
焼
け
を
お
こ
し
皮
が

め
く
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
重
な
り
枝
に
つ
い
て

は
作
業
効
率
が
悪
く
な
る
の
で
除

去
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
重

な
り
枝
の
原
因
は
切
り
返
し
剪
定

を
行
っ
た
後
、
そ
の
枝
に
出
て
く

る
枝
を
間
引
き
し
な
い
事
で
す
。

切
り
返
し
剪
定
を
し
た
翌
年
は
、

そ
の
枝
か
ら
出
た
枝
を
間
引
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

主
枝
の
先
端
、
も
し
く
は
徒
長

枝
を
活
か
す
場
合
、
た
く
さ
ん
の

芽
が
あ
る
枝
で
も
そ
れ
が
す
べ
て

動
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

い
枝
だ
と
先
端
の
芽
だ
け
動
い
て

間
延
び
し
た
枝
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
８
～
10
個
芽
を
残
す
程
度
で

構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
注
意
点

と
し
て
は
基
本
外
芽
で
切
る
事
で

す
（
伸
ば
し
た
い
方
向
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
栽
培
面
積
が
広
い
場
合
１

本
ず
つ
時
間
を
か
け
て
剪
定
し
て

い
る
と
、
春
ま
で
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
為
に
、
ま
ず
は
樹
形
を
乱
す

内
向
枝
や
徒
長
枝
を
優
先
的
に
剪

定
し
て
回
り
、
そ
の
あ
と
細
か
い

剪
定
に
入
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

毎
年
毎
年
作
り
た
い
理
想
の
樹

形
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
え
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
理
想
を
変
え
ず
に

剪
定
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
の
ず

と
理
想
の
樹
に
近
づ
い
て
い
く
で

し
ょ
う
。

剪
定
後
の
処
理

剪
定
で
出
来
た
切
り
口
は
出
来

る
だ
け
小
さ
い
方
が
、
樹
へ
の
負

担
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
切
り

口
が
大
き
く
な
る
場
合
は
残
す
枝

に
沿
っ
て
切
り
、
面
を
取
っ
て
あ

げ
る
こ
と
で
癒
合
が
早
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
傷
口
の
周
り
に

徒
長
枝
が
出
て
き
た
場
合
、
１
本

を
残
し
て
お
い
て
あ
げ
れ
ば
さ
ら

に
癒
合
が
早
く
な
り
ま
す
。
そ
の

枝
は
傷
の
大
き
さ
に
よ
り
ま
す
が

２
年
目
に
切
っ
て
あ
げ
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
切
り
口
に
は
ト
ッ
プ

ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
を
塗
り
、
樹
勢

が
弱
い
場
合
は
春
肥
に
お
い
て
も

少
し
多
め
に
施
用
し
て
あ
げ
る
こ

と
で
癒
合
力
が
増
し
ま
す
の
で
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。

で
樹
間
に
空
間
が
生
ま
れ
密
植
園

の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◦
ポ
イ
ン
ト

主
枝
を
立
て
る
た
め
に
ヒ
モ
で

誘
引
す
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
で

す
。
主
枝
同
士
を
ヒ
モ
で
誘
引
し

理
想
の
樹
形
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
６
）

温
州
み
か
ん
の
剪
定
に
つ
い
て

２
月
以
降
か
ら
本
格
的
な
整
枝
、

剪
定
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
き
ま

す
。
整
枝
・
剪
定
に
よ
り
、樹
勢
の

維
持
・
向
上
、病
害
虫
の
発
生
予

防
、作
業
性
の
向
上
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

◦
ポ
イ
ン
ト

①
品
質
向
上
を
目
的
と
し
た
弱
剪

定
の
園
地
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

樹
勢
低
下
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
枝
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

樹
勢
向
上
と
先
端
に
偏
り
過
ぎ
た

着
果
部
位
の
修
正
も
図
れ
ま
す
。

②
立
っ
た
着
果
枝
か
ら
は
、強
い

枝
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、樹
冠

が
大
き
く
な
り
、密
植
や
隔
年
結

果
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
早
い

段
階
で
切
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
令
和
７
年
産
の
結
果
母
枝
は
少

な
い
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、着
花

確
保
の
観
点
か
ら
剪
定
作
業
時
期

は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す

が
、樹
姿
を
乱
す
強
い
着
果
枝
の

処
理
・
整
理
に
は
意
外
と
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
計
画
的
に
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

を੾るϙインτࢬ
ਤ̐

੾る場ॴ
֎ժを࢒す

図4  枝を切るポイント

௿Ͱ΋̼̐࠷
͸ۭ͚る

ಉ࢜がࢬ
ॏならない
Α͏ʹ஫ҙ

͸すりുঢ়ʹなるࢬ
Α͏ࣼめʹ৳͹す。
্を͖޲す͗ている
場߹͸ඥ౳Ͱ༠Ҿし
てࢬをࣼめʹする。

図1  上から見た理想の樹形
（３本主枝）

図2  上から見た
理想の樹形

（４本主枝）

図3  横から見た理想の樹形
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管
理
と
追
肥

果
実
は
、
親
づ
る
の
10
節
以
降

に
着
果
さ
せ
、
小
づ
る
は
そ
の
ま

ま
伸
ば
し
ま
す
。
つ
る
が
伸
び
て

き
た
ら
、
交
差
し
な
い
よ
う
に
一

定
方
向
に
誘
引
し
ま
す
。
そ
の
ま

ま
で
も
果
実
は
成
り
ま
す
が
、
人

工
授
粉
を
行
う
と
実
付
き
が
更
に

良
く
な
り
ま
す
。
受
粉
作
業
は
、

生
育
が
活
発
な
午
前
９
時
前
ま
で

が
効
果
的
で
す
。
追
肥
は
、
収
穫

が
始
ま
っ
て
か
ら
20
日
～
25
日
間

隔
で
行
い
ま
す
。
株
の
周
り
に
１

㎡
当
た
り
25
～
45
ｇ
程
度
の
化
成

肥
料
を
与
え
ま
す
。

り
ま
す
。
畝
は
、
幅
５
ｍ
、
高
さ

10
～
15
㎝
、
株
間
100
㎝
を
基
準
に

し
ま
す
。

植
付
け

ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
２
～
３
粒
種
を

播
き
、
本
葉
が
２
～
３
葉
位
育
っ

た
ら
一
番
生
育
の
良
い
苗
を
残
し

て
残
り
は
間
引
い
て
１
株
に
し
ま

す
。
植
え
付
け
は
、
３
月
中
旬
～

５
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。
寒
さ
が

残
る
時
期
に
定
植
を
行
っ
た
場
合

は
、
定
植
後
に
苗
の
ま
わ
り
に
囲

い
を
行
う
と
生
育
が
良
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
乾
燥
防
止
の
為
敷
き

ワ
ラ
を
敷
く
と
効
果
的
で
す
。

は
じ
め
に

今
回
は
、
コ
リ
ン
キ
ー
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ

リ
ン
キ
ー
は
か
ぼ
ち
ゃ
の
一
種
で
、

皮
ご
と
生
食
で
き
る
サ
ラ
ダ
か
ぼ

ち
ゃ
で
す
。
南
ア
メ
リ
カ
原
産
の

野
菜
で
く
せ
が
な
く
皮
ご
と
食
べ

ら
れ
ま
す
。
歯
触
り
が
良
く
サ
ラ

ダ
や
煮
物
、
浅
漬
け
な
ど
に
向
い

て
い
ま
す
。
若
採
り
、
熟
し
て
か

ら
と
２
回
に
わ
た
っ
て
収
穫
が
楽

し
め
る
野
菜
で
す
。

畑
の
準
備

元
肥
は
、
窒
素
＋
リ
ン
酸
＋
カ

リ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
た
有

機
質
肥
料
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

有
機
質
肥
料
は
１
㎡
当
た
り
150
ｇ
、

堆
肥
は
約
２
㎏
程
度
が
目
安
と
な

収
穫開

花
後
10
～
15
日
位
の
未
成
熟

果
（
300
～
１
㎏
位
）を
収
穫
し
ま
す
。

収
穫
期
を
逃
し
た
果
実
も
、
開
花

後
40
日
位
で
収
穫
で
き
ま
す
。
皮

は
硬
く
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
な

か
ぼ
ち
ゃ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

お
す
す
め
の
食
べ
方

若
採
り
の
果
実
は
、
皮
ご
と
サ

ラ
ダ
や
浅
漬
け
、
煮
物
な
ど
に
、

硬
く
な
っ
た
果
実
は
、
グ
リ
ル
や

ジ
ャ
ム
、
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
プ
リ
ン

等
に
し
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。

今日から Agrist

家庭菜園
コリンキー

［ウリ科］

有
田
市
営
農
セ
ン
タ
ー

大
西 

明
日
香

10〜15㎝

5m

雄花

10節以降に着果!

花弁を
取るAM9：00位

までに
受粉作業を
行う。

開花後
10～15日後

に収穫!
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─ ARIDA Information ─
あり便

だよ

り

農
家
の
苦
労
、
喜
び
、
課
題
、
楽
し
み
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
川
柳
に
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

（
投
稿
先
は
、
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先
と
同
じ
）
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿

名
希
望
の
記
載
の
な
い
場
合
は
本
名
で
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
・
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

農
家
川
柳
は
３
月
号
を
も
っ
て
掲
載
が
終
了
す
る
た
め
、
募
集
の
最
終
締
め
切
り
は
令
和
７
年
１
月
末

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

収
穫
時
期
も
後
期
に
な
る
と
緑
の
山
に
戻
り
ま
す
。

み
か
ん
畑
　
ダ
イ
ダ
イ
色
が
　
緑
色

赤
い
橋

美
味
し
い
果
実
を
知
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ヨ
セ
ン
サ
ー
　
甘
い
ミ
カ
ン
を
　
つ
ま
み
食
い麦

畑

こ
こ
ま
で
続
け
て
も
ら
え
て
お
母
さ
ま
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

み
か
ん
採
る
　
姿
な
つ
か
し
　
母
に
似
て

や
ま
と

一
度
降
り
て
し
ま
う
と
諦
め
て
し
ま
い
ま
す
。

脚
立
下
り
　
取
り
残
し
見
え
　
も
う
鵯
に

有
田
川
爺

今
シ
ー
ズ
ン
は
値
段
が
良
か
っ
た
の
で
皆
さ
ん
笑
顔
で
す
。

共
選
で
　
行
き
交
う
人
み
な
　
ほ
く
そ
笑
む

ミ
カ
ン
高
値
の
せ
い
か
し
ら

少
し
の
気
の
ゆ
る
み
が
・
・
・
。

消
毒
の
　
ち
ょ
っ
と
の
油
断
で
　
虫
が
付
き

み
か
ん
ヤ
ロ
ー

生
産
者
の
方
々
の
努
力
の
結
晶
で
す
。

店
い
っ
ぱ
い
　
猛
暑
に
た
え
た
　
み
か
ん
達み

か
ん
娘

お
風
呂
に
浮
か
べ
る
と
傷
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

虫
く
い
の
　
ゆ
ず
も
冬
至
に
　
役
に
立
ち喜

夛
洋
子
さ
ん

一
年
の
苦
労
が
詰
ま
っ
た
自
信
作
で
す
。

秀
み
か
ん
　
ほ
こ
ら
し
顔
で
　
箱
に
入
る

ひ
な
は
な
の
マ
マ

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
手
に
感
謝
で
す
。

手
伝
い
に
　
感
謝
ば
か
り
の
　
み
か
ん
採
りシャ

ボ
ン
玉

家
の
光
２
月
号

特
集ぽっ

こ
り
お
な
か
に

さ
よ
う
な
ら
！

す
っ
き
り
お
な
か
大
作
戦

『
家
の
光
』
に
寄
せ
ら
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
な
か

で
、
近
年
増
え
て
い
る
の
が
「
下
腹
が
出
て
き
た
」

と
い
う
体
型
の
お
悩
み
。
加
齢
と
と
も
に
体
型
は

変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ぽ
っ

こ
り
お
な
か
」
に
は
健
康
を
お
び
や
か
す
危
険
な

タ
イ
プ
も
潜
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
医
師
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
料
理
研
究
家
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
リ
ス
ト
な
ど
専
門
家
を
監

修
に
迎
え
、
が
ん
こ
な
ぽ
っ
こ
り
お
腹
を
解
消
す

べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
夢
の
「
す
っ

き
り
お
な
か
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
地
域
情
報
特
集　

い
ま
注
目
！

　

進
化
系
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
農
家
の
女

性
た
ち
が
地
域
の
伝
統
食
、
家
庭
料
理
を
提
供
す

る
」
と
い
う
典
型
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
性
を
高
め
た
り
、
名
店
な
ど
で
修
業
し
た
農
家

の
子
弟
が
料
理
人
と
し
て
営
ん
だ
り
す
る
ケ
ー
ス

に
加
え
、「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
影

響
で
、
観
光
の
目
的
地
と
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
な

か
っ
た
、
進
化
系
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。
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の
コーナーを
ご紹介します6rr/

ありだっこ

店舗情報!

ありだっこ2月のおすすめは「不知火」です。
不知火は、清見オレンジとポンカンのかけ合わせによりでき

た柑橘で、糖度が高く種がほとんどなく食べやすいことが特徴
です。橙色が濃く、ヘタの部分に青みが残っているものを選び、
手に持ったときにずっしりと重みを感じるものは果汁を多く含
んでおり、ジューシーで特におすすめです。

また、ほかにも寒い冬に食べたくなるお鍋の定番野菜や、新
鮮な地場産野菜・果物など豊富な品ぞろえで皆さまのご来店を
職員一同心よりお待ちしております。

詳しくはこちら、乃木坂46・JAグループ「国消国産」特設ウェブサイトをご覧ください。

12



JAありだ 主な行事予定

12月号の当選者発表1 月号の答え

Ｂの写真にはＡの写真と違う部分が5カ所あります。
違っている部分を右の枠内の数字でお答えください。
５カ所正解した方の中から抽選でミカピーグッズを３名の方にプレゼント
します。応募方法は21ページのクロスワードパズルの応募先と同じです。

広川支所
編

ミカピーグッズ

が当たる！

A B

①②③⑦⑧
●古川 敬子さん（有田市）　●尾藤 智穂さん（有田市）
●PN ユアサのばぁーば

2025

February2
1 土 落花生詰め放題 ありだっこ

2 日 落花生詰め放題 ありだっこ

3 月

4 火 農機展示会 有田市営農センター

5 水
店休日 ありだっこ

農機展示会 有田市営農センター

6 木

7 金

8 土 野菜詰め放題 ありだっこ

9 日 野菜詰め放題 ありだっこ

10 月 農機展示会 清水営農センター

11 火 お米超特売 ありだっこ

12 水

13 木

14 金

15 土 野菜笑顔隊店頭販売 ありだっこ

16 日 SNS友達・フォロワー募集イベント ありだっこ

17 月

18 火

19 水 店休日 ありだっこ

20 木

21 金

22 土 有田の柑橘大集合（試食販売） ありだっこ

23 日 有田の柑橘大集合（試食販売） ありだっこ

24 月 有田の柑橘大集合（詰め放題） ありだっこ

25 火

26 水 そば打ち体験（そば処わくわく） 吉備支所

27 木

28 金

※最新の情報は、ＪＡありだのホームページに掲載しています。

ありだ
っこ 毎週
火曜日は

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

13



ＪＡありだのInstagram「kouhouarida」の月間「いいね」TOP５をご紹介します。（令和6年12月中の投稿）

味一プレミアム新発売

もっと
知ろう
有田みかん

まりひめ出荷

連日投稿を実施
しています。フ
ォロー＆いいね
お願いします。

選果場見学会
ゆず出荷

▲zhunei542さん
（みかんで薔薇）

▲s0___mo65さん
（みかんで食卓が明るくなる）

▲bigwest_fruitsさん
（夕日とみかん）

▲yoshi.kono_familyさん
（はじめてのみかん）

このコーナーでは、読者の皆さまから頂いた有田の魅力が詰
まった『ありだ映え』写真を紹介していきます！皆さまお気
軽にご投稿ください。たくさんのご投稿お待ちしています（^^）
詳しくは、誌面中ほどをご覧ください。

＃ありだ映え

▶写真データの投稿、お問い合わせはこちらです。
E-mail：fureai@arida.jawink.ne.jp
☎０７３７-５３-２３２2「ＪＡありだ ふれあい部 広報企画課」まで

※写真は有田地域（有田市、有田川町、湯浅町、広川町）
で撮影されたものに限ります。写真のデータと合わせ
て、氏名またはペンネーム・写真のタイトル・撮影場
所・撮影時期・エピソードを添えてご投稿ください。

14



新人さんのその後
をインタビュー

現在の担当業務
複合渉外担当者として、信用取引や
共済の推進業務をしています。

得意・苦手な業務
組合員の方々と仲良くなることが
得意です。共済の説明が少し苦手で
す。

3年後の自分の姿
たくさんの知識を得て、利用者の
方々から頼られるような職員にな
りたいです。

これだけは
誰にも負けません!

謙虚な姿勢です。

所属長から一言
持ち前の笑顔と真面目さで業務に
あたり、少しずつ知識も増えてきま
した。先輩職員の指導を素直に聞い
て学んでいるので、これからも知識
や経験を積んでいって欲しいと思
います。

組合員の方々に一言
一生懸命頑張りますので、これから
も宜しくお願いします。

◦出身：有田市
◦趣味：野球観戦・カフェ巡り
◦リフレッシュ法

サウナに行くことです。
◦勤続：2年
◦入組のきっかけ

地元で働きたいという気持ちが強かった
からです。

箕島支所

古 川 貴 善
［ふるかわ たかよし］

48
令和5年度入組職員の活躍をインタビューしました。

15



Recipe

おすすめレシピ
ＪＡありだ女性会

JAarida women's association

20

【 作 り 方 】

１．	 餅をサイコロ状に小さく切る。
２．	 耐熱ボウルに餅と水100㎖を入れて600ｗで約2分30秒加熱する。餅が柔らかくなったら砂糖大

さじ１を入れてなめらかになるまで混ぜる。※餅が固い場合は追加で加熱する。
３．	 ホットケーキミックスを加えて混ぜる
４．	 手に薄く油を付けて均等な大きさに丸める。
５．	 160度に熱した油で、約3～4分きつね色になるまで揚げる。

余った餅で
もちもちドーナツ

【 材　　 料 】

プレーン味18～25個分
切り餅…………………… 2個（約100ｇ）
水……………………………… 100㎖
ホットケーキミックス………………150ｇ
砂糖……………………………大さじ1
粉砂糖…………………………… 適量

16



Recipe

お住まいの住所 加入先選果場 電話番号

旧吉備町地区 ＡＱ選果場（中部） 有田川町奥267-1 ☎53-1900
旧金屋町地区
旧清水町地区 ＡＱ選果場（東部） 有田川町中野5 ☎32-4883
湯浅町地区
広川町地区 ＡＱ選果場（南部） 広川町名島67-1 ☎62-4651

有田市地区 ＡＱ選果場（西部） 有田市千田194 ☎83-2288

ＡＱ選果場（南部）

ＡＱ選果場（中部）

ＡＱ選果場（西部）

ＡＱ選果場（東部）

現在、AQ選果場は4施設です。ご加入いただける選果場は下記のとおりとなっております。

※加入方法については、一定の条件がありますので詳細は各AQ選果場にお問い合わせください。
　また、加入申込者が多数の場合は、ご希望に添えない場合があります。

ＡＱ選果場
柑橘共同販売
加入希望組合員を募集します！

募集締め切り：令和7年2月28日（金）

17
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ＷＥＢ開催

ＪＡグループ和歌山 採用広報担当
主催・お問合せ TEL 073-488-5522

MAIL jaw-saiyou@cyu.jawink.ne.jp 担当：水口、松本、達谷

対面開催

実施日時：3/7(金)
①10:00～12:00 ②14:00～16:00

会場：オンライン

実施日時： 3/3(月),3/9(日),3/12(水)
全日程 13:00～15:00

会場：和歌山県ＪＡビル

あなたも参加したくなる！４つのメリット！

1 新たに誕生するＪＡの魅力がわかる！

2 ＪＡの仕事内容が詳しくわかる！

3 先輩職員との座談会で働くイメージが浮かぶ！

会 場：和歌山市美園町五丁目1番地の1（和歌山県ＪＡビル） ＪＲ和歌山駅から徒歩２分！
対 象：大学生、大学院生、短大生、専門学校生

1

お申込みは「マイナビ２０２６」
または「リクナビ２０２６」で！
当日の飛び込み参加もＯＫ！

P o
I n t ！

2

ＪＡの組織概要や事業内容等を
掲載したパンフレットを配付！
面接対策シートもプレゼント！

P o
I n t ！

3

ＪＡへの就職について
何でも質問できるので安心！
不安や悩みは素早く解決！

2026年３月卒業者様向
新ＪＡ「和歌山県農業協同組合」

採用説明会

“ＪＡ”“農協” といった言葉は
聞いた事があるけれど、実際にどんな
仕事をしているのかイメージが湧かない
…と思っていませんか？

「ＪＡって聞いたことはあるけれど、
どんな仕事をしているの？」

JAは地域に根差した組織として、

和歌山で様々な事業を行っています。

“地域貢献”に興味のある方は、

是非ご参加ください！

選考の流れやスケジュールも詳しく説明！4

P o
I n t ！

！

どこからでも参加しやすい！ 和歌山駅から徒歩２分！
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農
家
の
皆
さ
ま
今
年
も
美
味
し
い
み
か

ん
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

有
田
市　

Ｂ
さ
ん

私
の
家
は
農
家
で
は
な
い
の
で
す
が
、

農
家
川
柳
を
読
む
の
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、
こ
の
人
こ
の
逸
品
を
読
ま
せ
て

も
ら
い
、
食
と
農
の
守
り
人
そ
の
通
り

だ
と
思
い
感
動
し
ま
す
。

Ｐ
Ｎ　

ユ
ア
サ
の
ば
ぁ
ー
ば

い
つ
も
大
き
な
輪
を
楽
し
く
拝
見
し
て

い
ま
す
。
あ
り
だ
っ
こ
に
も
お
買
い
物

に
行
き
ま
す
。
み
か
ん
が
豊
富
な
の
で

ど
れ
に
し
よ
う
か
迷
い
ま
す
。
甘
く
て

美
味
し
い
果
物
が
あ
り
だ
っ
こ
に
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
ま
た
買
い
に
行
き
ま
す

ね
。

Ｐ
Ｎ　

で
こ
ち
ゃ
ん

初
め
て
間
違
い
探
し
を
し
ま
し
た
。
難

し
か
っ
た
で
す
。
間
違
い
探
し
の
写
真

の
野
菜
が
と
て
も
新
鮮
で
美
味
し
そ
う

で
し
た
。
今
度
買
い
に
行
き
ま
す
！

Ｐ
Ｎ　

体
育
大
好
き

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
い
つ
も

人
気
で
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
米

ギ
リ
ギ
リ
買
え
な
か
っ
た
。
残
念
！

も
っ
と
た
く
さ
ん
用
意
し
て
欲
し
い
で
す
。

有
田
市　

Ｆ
さ
ん

あ
り
だ
っ
こ
14
周
年
祭
大
盛
況
で
し
た

ね
。
私
も
行
っ
て
ミ
カ
ン
を
買
い
ま
し

た
。
で
も
、
有
田
み
か
ん
大
使
の
べ
っ

ぴ
ん
さ
ん
ら
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
の
は
時
間
が
合
わ
ず

残
念
で
し
た
。

Ｐ
Ｎ　

ピ
ー
チ
姫

あ
り
だ
っ
こ
で
販
売
し
て
い
る
ニ
ッ
ポ

ン
エ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ
の
グ
ミ
が
お
気
に

入
り
で
す
。
ゼ
リ
ー
が
販
売
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
買
い
に
行
っ
て
き

ま
ー
す
！

Ｐ
Ｎ　

め
め

毎
月
「
大
き
な
輪
」
を
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
初
め
て
し
た
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
楽
し
か
っ
た
よ
。

有
田
市　

Ｋ
さ
ん

毎
回
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

有
田
川
町　

Ａ
さ
ん

大
き
な
台
風
も
来
ず
、
今
冬
も
美
味
し

い
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来

年
も
平
和
な
一
年
を
と
望
み
ま
す
。

有
田
川
町　

Ｍ
さ
ん

水
不
足
や
記
録
的
な
猛
暑
も
あ
り
ま
し

た
が
、
生
産
者
の
方
々
の
努
力
に
よ
り

美
味
し
い
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
け
る
こ
と

が
幸
せ
で
す
ね
。
今
年
も
良
い
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

湯浅税務署からのお知らせ
確定申告期限のお知らせ
◯申告所得税及び復興特別所得税の申告 ・ 納期限
　3月17日（月）
◯消費税及び地方消費税（個人事業者）の申告 ・ 納期限
　３月31日（月）
◯贈与税の申告 ・ 納期限
　3月17日（月）

便利な納付方法をご利用ください
国税の納付は、口座振替による納付、クレジットカード納付、ス

マホやパソコン等によるe-Tax申告と連動したダイレクト納付や
スマホアプリ納付など、金融機関や税務署等の窓口に行く必要
がない、非対面の「キャッシュレス納付」のご利用をお願いします。

振替納税のご案内
納税には、「振替納税」が便利で確実ですので、是非ご利用く

ださい。
◯申告所得税及び復興特別所得税の振替日	 ４月23日（水）
◯消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日	 ４月30日（水）

令和６年分確定申告会場のお知らせ
湯浅税務署では令和７年2月17日（月）から３

月17日（月）（土・日・祝日を除く）まで確定申告会
場を開設します。

相談受付は16時までですので、なるべく早
めにお越しください。

なお、確定申告会場の混雑状況によっては、
16時以前に相談受付を終了する場合がありま
すのでご了承ください。
※税務署の確定申告会場では、マイナンバーカードを利用
したスマホによる申告を推進しております。スマホをお持
ちの方はスマホを、マイナンバーカードをお持ちの方はマ
イナンバーカードの持参をお願いします。（マイナンバーカー
ドの２つの暗証番号もお忘れなく）。

土地等譲渡所得及び贈与税の相談は、担当
者が従事している２月17日（月）、18日（火）、20
日（木）、25日（火）、27日（木）、３月４日（火）、６日

（木）、10日（月）、11日（火）、13日（木）、17日（月）
にお越しください。
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独
り
言

12月号の答え「フクワライ」12月号への応募の中から、厳正な
る抽選の結果、下記の方が当選され
ました。

■当選者

■宮井 ます美さん（有田市）

■生馬 学さん（有田市）

■薮野 純子さん（湯浅町）

■田中 房子さん（有田川町）

■
２
０
２
５
年
の
干
支
は
「
乙
巳
（
き
の
と

み
）」
で
す
。
干
支
は
、
日
本
で
も
12
年
で
一

巡
す
る
十
二
支
が
暮
ら
し
に
深
く
根
付
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
十
干
（
じ
っ
か
ん
）
を
組
み
合

わ
せ
た
六
十
干
支
（
ろ
く
じ
っ
か
ん
し
）
が
暦

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
十
干
支
は
60
年
周
期

で
、
一
巡
す
る
と
還
暦
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
の
乙
巳
は
、
努
力
を
重
ね
、
物
事
を
安
定
さ

せ
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
年
の
よ
う

で
す
。
努
力
を
忘
れ
ず
一
歩
一
歩
前
を
向
い
て

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
ヒ
ガ
シ
く
ん
）

■
２
月
と
い
え
ば
節
分
、
今
年
の
恵
方
は
西
南

西
で
す
。
例
年
、
節
分
は
２
月
３
日
で
す
が
今

年
は
２
月
２
日
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球

と
太
陽
の
位
置
関
係
に
よ
る
暦
の
ず
れ
が
原
因

で
、
立
春
の
前
日
が
節
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
国
立
天
文
台
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
直

近
で
節
分
が
２
月
２
日
だ
っ
た
の
が
２
０
２
１

年
で
、
そ
の
前
ま
で
遡
る
と
実
に
124
年
前
に
な

る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
私
は
き
ゅ
う
り
が
大

好
き
で
、
お
寿
司
の
な
か
で
も
「
か
っ
ぱ
巻

き
」
が
か
な
り
上
位
に
入
り
ま
す
。
恵
方
巻
の

種
類
も
き
ゅ
う
り
が
入
っ
て
い
る
か
否
か
で
選

ん
で
し
ま
い
ま
す
。	

（
マ
サ
夫
）

今月の答え

◦締め切り／2025年1月末日（当日消印有効）　　◦当選発表／2025年最終号

●応募方法
ハガキ ・E-mail・ FAX

①住所・氏名・年齢・電話番号
②解答 ③掲載記事へのご感想
④情報の提供 ⑤お便り ⑥イラスト
①②と③④⑤⑥のいずれかもしくは全
部をご記入の上、ハガキ、ファックス、
電子メールでお送りください。
匿名・ペンネーム希望の方はご明記く
ださい。なお、コメントなどは編集部
で手直しさせて頂くことがあります。
あらかじめご了承ください。

「大きな輪」は読者の皆さまとの交流を大
切にした誌面づくりを心掛けています。

出
題
者
／
ニ
コ
リ

クロスワードパズル

タテ・ヨコのカギをヒントに、クロス面の空きマスを文字で補います。言葉は対応する
数字のマスから指定された方向（タテなら上から下へ、ヨコなら左から右へ）に１マス
に１文字ずつ書き込みます。黒マスまたは外枠が言葉の区切れ目となります。

■ルール 正解者のなかから抽選で４名様に
ボールチェーン付きミカピーを
プレゼント！

タテ・ヨコのカギを全部解いて、二重枠Ａ→ F の順に並べると季節に
ちなんだ言葉になります。その答えは何でしょう？

読書の広場

0737‐53‐2360FAXで

〒643-0032 有田川町天満47番地1
ＪＡありだ ふれあい部 広報企画課 「広報係」ハガキで

fureai@arida.jawink.ne.jpE-MAILで

■
タ
テ
の
鍵

1	

片
目
だ
け
パ
チ
ン
と
つ
む
り
ま
す

4	

夜
空
で
き
ら
め
き
ま
す

6	

不
満
が
た
ま
る
と
こ
ぼ
し
て
し
ま

う
こ
と
も

7	

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

な
ど
の
こ
と

9	

ホ
エ
ー
ル
は
ク
ジ
ラ
、
ド
ル
フ
ィ

ン
は
◯
◯
◯

11	

師
匠
に
就
い
て
学
ぶ
立
場
で
す

12	

丸
木
を
組
ん
で
作
る
舟

14	

平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥

15	
コ
ン
ビ
ニ
で
免
許
証
の
◯
◯
◯
を

取
っ
た

17	

機
嫌
が
い
い
と
き
に
漏
れ
る
「
フ

ン
フ
ン
フ
ー
ン
♪
」

19	

な
め
て
味
わ
う
お
菓
子

20	

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
の
ば
し
ま
す

21	

◯
◯
◯
◯
先
は
闇
、
慎
重
に
進
み

た
い
も
の
で
す

■
ヨ
コ
の
鍵

1	

ホ
ー
、
ホ
ケ
キ
ョ
！

2	

わ
ず
か
な
希
望
の
こ
と
を
◯
◯
◯

の
望
み
と
も
い
い
ま
す

3	

当
た
り
か
な
、
外
れ
か
な

4	

カ
ビ
が
増
殖
す
る
た
め
に
飛
ば
し

ま
す

5	

春
・
夏
・
秋
・
冬
と
巡
り
ま
す

8	

長
湯
を
し
て
◯
◯
◯
◯
の
よ
う
に

真
っ
赤
に
な
っ
た

10	

受
験
生
に
問
題
用
紙
と
◯
◯
◯
◯

用
紙
が
配
ら
れ
た

13	

し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
、
塩
、
豚
骨
…

色
ん
な
味
が
あ
り
ま
す

14	

開
店
祝
い
の
札
を
付
け
た
物
が
店

先
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
こ
と
も

16	

耳
た
ぶ
に
穴
を
開
け
て
着
け
ま
す

17	

2
本
で
1
膳
と
数
え
ま
す

18	

祝
い
の
席
で
は
尾
頭
付
き
が
用
意

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

パ
ズ
ルを

といてプレゼント
!
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小学校に通う三姉妹のお母さんをしている池永さん。
最近問題になっている食生活の乱れに関して、子供たちに
何でも食べられるようになってもらうため「これ嫌や」とい
うものは、小さく刻んで料理に混ぜたり、少しでも食べても
らうように声掛けを工夫しているそうです。
子育てで気を付けていることは、一人だけ特別という風にな

らないように、三人を平等に対応することだそうです。小学校
の運動会などにある親子競技には「子供に楽しんでもらえるよ
う自分も全力で楽しんで参加してます」と話してくれました。

５・６年前に生協さんのサークルで、ちりめんを使った手
芸をやり始めたのがきっかけです。元々、洋裁が得意。クラ
フトテープのかごバッグ等も作ったり、色々なことにチャレ
ンジしています。
つまみ細工は、そのノウハウを活かしながらYouTubeで
研究。オリジナルのものを作るのが楽しいそうです。
晴美さんは「集中しながら夢中で作り、かわいい作品がで
きたときが一番うれしいです。これからもアイディアいっぱ
いの作品を作りたいです」と笑顔で話してくれました。

2020年の冬、真大さんが高校3年生のときトイが國松家に
やってきました。ジャックラッセルテリアという犬種で、一
目惚れしたといいます。
トイは外で遊ぶことが大好きで、とても人懐っこい性格だ
そうです。しかし、海や川は苦手で飼い主に連れまわされる
そうです。(笑)
家族の中でトイがどんな存在か尋ねると「天使のような存
在で、とっても可愛く日々癒されています」と答えてくれま
した。

◦─
H
O
B
B
Y
─◦

◦─ PET ─◦

◦─
M
O
T
H
E
R
─◦

─ 繋がる街の情報局 ─

Arlda Network
ありだ ネットワーク

3 人の娘のため
色々と工夫しています

うわぁ～‼ちっちゃくてかわいい♥
つまみ細工

我が家の天使♪

広川町南金屋　池
いけ

永
なが

 深
み

雪
ゆき

さん

記事＝湯浅支所　栗原 真由美

湯浅町青木　金
かな

丸
まる

 晴
はる

美
み

さん

有田市滝川原　國
くに

松
まつ

 真
まな

大
と

さんトイ

記事＝宮原支所　丸畑 奈央

記事＝広川支所　辻本 明弥音
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「しんと」「しーちゃん」と呼び合う則岡さんご夫婦。お二人は
北海道の専門学校でクラスメイトとして知り合い、遠距離恋愛
を経て結婚されました。「中々会えなかった時にbacknumber
のライブに行ったことが楽しかったです」という新人さん。
考え方が似ており、意見の異なることが少ないそうで「ケ
ンカをしないこと」「友達のような関係でいること」「お互いの
趣味や好きなことを否定しないこと」が夫婦円満の秘訣だそ
うです。「いつまでも親子で遊べるぐらい仲の良い家庭にし
たいです」と話してくれました。

◦─ COUPLE ─◦

表紙紹介

◦─
B
A
B
Y
─◦元気にすくすく

育ってね！

有田市千田　則
のり

岡
おか

 新
しん

人
と

さん・志
し

穂
ほ

子
こ

さん

遠距離恋愛を乗り越えて結婚
いつまでも仲の良い家庭に♪

パパ＆ママ　有田川町吉原　橘
たちばな

 伸
のぶ

彦
ひこ

さん・麻
ま

衣
い

さん

果
か

歩
ほ

ちゃん
令和5年12月26日生まれ

有田市表紙撮影場所

北
き た

野
の

 遥
は る

大
と

さん（右）

北
き た

野
の

 琳
り

久
く

さん（左）

生
ま
れ
た
年

２
０
０
５
年

趣

味

カ
ラ
オ
ケ
、料
理

マ
イ
ブ
ー
ム

ギ
タ
ー
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ

自

分

の

性

格

優
し
い
、ま
っ
す
ぐ

モ 

ッ 

ト 

ー

何
事
に
も
全
力

血

液

型

Ｏ
型

生
ま
れ
た
年

２
０
０
２
年

趣

味

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、料
理
、

ラ
ー
メ
ン
屋
巡
り

マ
イ
ブ
ー
ム

筋
ト
レ

（弟
に
負
け
な
い
！
）

自

分

の

性

格

楽
観
的
だ
け
ど
頑
固

モ 

ッ 

ト 

ー

メ
リ
ハ
リ

筋
を
通
す

血

液

型

Ｂ
型

Cover introduction

小
さ
い
頃
か
ら
仲
が
良
く
、
社
会
人
に
な

っ
て
も
仲
の
良
さ
は
変
わ
ら
な
い
遥
大
さ
ん

と
琳
久
さ
ん
。

遥
大
さ
ん
は
、
有
田
市
役
所
で
勤
め
て
お

り
有
田
市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
営

や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

「
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
苦
手
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
生
き
て
い
ま
す
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

琳
久
さ
ん
は
、
社
会
人
１
年
目
で
新
し
い

体
験
や
難
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
全
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
「
兄

と
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
く
行
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

記事＝箕島支所　花野 未紗

［
兄
］
遥は

る

大と

さ
ん

［
弟
］
琳り

久く

さ
ん
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Facebook
https://www.facebook.com/ja.arida

LINE
ID:@ja-arida

Instagram
https://www.instagram.com/kouhouarida/

楽しく・仲良く・全員野球で一生懸命プレーします！

金
屋
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、

鳥
屋
城
・
小
川
・
石
垣
小
学

校
の
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
ら
13
名
が
、
明
恵

の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
日
は
、
毎
週
水
・

金
曜
日
に
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
週
土
・
日
曜

日
に
は
練
習
試
合
や
大
会
に

出
場
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
・
仲
良
く
・
全
員

野
球
で
一
生
懸
命
プ
レ
ー
す

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
も
受
け
入

れ
な
が
ら
、
指
導
者
・
保
護

者
が
ひ
と
つ
に
な
り
楽
し
く

野
球
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

１
月
に
は
６
年
生
４
名
が

卒
部
し
、
９
名
と
少
な
い
人

数
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

春
か
ら
の
大
会
に
向
け
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

野
球
を
し
て
み
た
い
、
見

学
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
は
是
非
一
度
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

男
女
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
大

歓
迎
で
す
。

金
屋
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

チームA
TEAM-A

あ
り
だ

JA
あ

り
だ

検
 索

ふ
れ
あ
い
部
　
広
報
企
画
課


